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『嵐が丘』試論その 1:ネリー ・デ、ィー ン再考
一一 キャサリンの「隠れた敵」
中尾知代
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本に閉まれているですって! 私が死ぬというのに!. . .本当に彼は
私の命がどうなっても会〈無関心なの?. . .冷たい顔をした人速に固



















































































理解しようとしないのだ。(couldnot， or， would not comprehend) 
(2章，p.51)
第2章で見てきたネリ ーの言動は常にこの'wouldnot'，つまり意志的な姿
勢に貫かれていた。ままごと遊びの時代にも、(“1would not bear 
slapping and ordering")第8章でつねられた際の言葉、“l'm not going 
to bear it!"、また第34章で死の間際のヒースクリフに共に居ることを求め
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の結婚の決断の正誤を問うてはいるが、結局ネリーの意見を考慮にいれる訳
ではない。彼女はネリ一個人の意見を尊重して彼女の承認や忠告、あるいは




















































ているように。 ( rジェイン ・エアJ23jま.p.281)・》
ネリーとジェインの相違は、対等意識をもった自己主張がジェインのように
f魂から魂Jへ直接訴える形を取らぬ点、である。勿論ネリーはその立場上、






















































































? ? ? ? ?


















(l2~.p . 16l) 
ジェイン ・エアは f慣習や因襲を通して(throughthe medium of 




















































































Emily Bronぬ，Wuthering Heights. ed. Daiches(London: Penguin Books， 
1965)， Ch.22， p.266. 
以下のテクス卜からの引用文は全てこの版に拠る。文中の下線，傍点.及びイタ
リック体は、特に断りがない限り筆者によるものである。
Charlolte Bronぬ， 'Editor's Preface to the New (1850) Edition of Wω九er・(2l 
ing Heights' in the Penguin edition， p.39. 
OlJえばウォード失人はネリーの性絡上の問題点を指織し、この矛盾は作品のプ(3l 
ロットが進むためにやむを得ないものだが作品の欠点、の一つだと述べている。
Mrs Humphry Ward，・lntroductionto the Haworth edition of Wuthering 
Heights， 190ぴ inMiriam Allott(ed.)， Emily Bronte: Wuthering Heights 




Gideon Shunami，・TheUnreliable Narrator in Wuthering Heights' in 
;! 
???
NineteentルcenturyFiction[以下NCFJ，vo1.27， no.4(March， 1973)， pp.449-
468. 
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Hutchinson University Press， 1967)， p.132. 
David Cecil， Early VictoバαnNouelists: Essαrys in Reualuation(London: 




" Q.D.Leavis， Collected Essays 1: The Englishness of the English Nouel 
(London: Cambridge University Press， 1983)， pp.233-235. 
" Barbara Hardy. Forms of Feeling in Victorian Fiction(London: Peter 







" Muriel Spark & Derek Stanford， Emily Bronte: her life and work 
(London: Peter Owen Limited. 1953). 
" Mark Schorer， 'Technique as Discovery' in The Hudson Reuiew， 1 
(1948). 
• .. Nelly Dean is patriarchy's paradigmatic housekeeper， the man's (7) 
woman who has traditionally been hired to keep men's houses in order by 
straightening out their parlors， their daughters，釘ldtheir stories.' 
• Sandra M. Gilbert & Susan Gubar， The Madwoman in the Attic:・The
Woman Writer and the Nineteenth-century Liter，αry 1mα:gination(New 
Haven: Yale University Press， 1979)， pp.291-2. 
'Nelly De加， by contrast， figures as the 'phal1ic mother" as the sign of 
maternal power and social authority， agent and upholder of the social and 
(8) 
sexual Law， which intervenes 10 forbid such tab∞ed incestuous rela-
tionships. ' 
" James H. Kavanagh， Emily Bronte (Oxford: Basil Blackwell Ltd， 1985)， 
p.X1. 







'(Nelly and L∞kwood) are detached and normal' . . . undistorted by 目。
the emotions of those actors who were involved in it.' Cecil. op. cit.， p.186. 
たとえばフレイザーは、ハフリーの説に対抗し、ネリ ーは暴君に対して他者のた(10 
めの自由を勝ち取ろうと戦った善人だと弁護している。 JohnFraser， The Name 
01 Action: Critical Essα.ys (London: Cambridge University Press，1984)， p 
'They[Joseph and Nelly]are character parts in the regular English 
tradition of Fielding， drawn in the flat rather than the round.' Cecil， op. 
cit.， p.175. 
John K. Mathison， 'Nelly Dean and the Power of“Wuthering Heights.' u:t 





Barbara Hardy， op.cit.， p.l03. (14) 
その特質
Wuthering Heights， 1急 p.46.ロックウッドの箔写によると，通常は居間の一



























































ネリ ーはフランセスについては・Shehad neither name nor money to 
ヒースクリフについても・anameless recommend her' ( 6 i言， p.86)と述べ、
man'(lO~， p.140)という言い方をしている。
(4) 
'the small power J slil retained over the unfriended creatures'(Wuther-
























(91 Wuthering Heights， 7ilt， p.10l. 17章， p.215. 
彼女の他人への貧賛は、 'Heis quite a Christian!'(lO~)である。













































































(3) V. S. Pritchett， lmplacable， Belligerent People 01 Wuthering Heights 
(1946). 
































. Cates Baldridge， 'Voyeuristic Rebellion: Lockwood's Dream and the 
Reader of Wuthering Heights' in Studies in the Nouel， vo1.20， no. 3， pp.275 
-287. 
• Ruth Adams，‘“Wuthering Heights": the Land East of Eden' in NCF， 
vo1.l3， pp.58-62. 
• Edgar Shannon， 'Lockwood's Dreams and the Exegesis of Wuthering 
Heights' in NCF， vol.14， pp.95-109. 
. Dorothy Van Ghent， 'On Wuthering Heights' in The English Nouel: 
Form αnd Function (New York: Rinehart， 1953)， pp.153-170. 
• R. E. Fine， 'Lodkw∞d's Dreams and the Key 10 Wuthering Heights' in 







人， . itwas by leaning on those Christian doctrines in which she firm-
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ly believed， that she found support through her most painful journey.. 
・CharlotteBront語， Biographical Notice of EUis and Acton Bell in 
Wuthering Heights， p.35. 
この夢に通じる世界観が、エミリーのエヅェ整時代(r嵐が丘』執筆の約四年前)
のフランス絡のエッセイ「嫌JIこも述べられている。
• .. il faut que tout etre soit l'instrument infatigable de mort aux 
autres， ou qu'il cesse de vivre lui-meme. • . ' 
「あらゆる生き物は他の生き物に対する情け容赦のない死の道具とならざるを
得ない。さもなくば生きるのを止めることになる.. . J
Emily Bront語， Le Papillon (Le n Aoat 1842) in Winifred Gerin， Emily 
Bronte (Oxford University Press， 1971)， p.272. 
(3) Wuthering Heights， 33if:， p.349. 
(4) Mark Shorer， op.cit.， p.172 
(5) 自分が責任の一旦を担うこの悲劇の過程で己の運命も又観弄されていく点から、
ネリーがこの物語に全人絡的に関与した登湯人物であることは本文で考察したが、
さらに物語の後半にも目をやるならば、他の主要人物問機彼女も文自己の限界にぶ
つかる点で、物語に内面的にも関与した人物と言える事が分かる。マシセンは 『ネ
リーは最後まで変化しないJとしているが、ヒースクリフの死に恐怖の叫びをあげ
るネリー 、 「夜独りでこの家にいるのは嫌だjと綾後に嵐が丘邸を去る中年の彼女
は、台所で独り己の絶対的正しさを疑わずにいた若き自の彼女ではもはやない。彼
女が幽震の存在を否定する絡調の強さは、そのまま彼女の怯えの裏返しと取ること
が出来る。彼女が一旦否定した疑い 一一悲劇の全ての賓が己にあるのではないか
という疑念が、ヒースクリフの死と共に再ひt!きったと考えられないであろうか。吻
るような笑みを浮かべたヒースクリフの死顔が、彼女がそれまで保持せんとした持
組、即ち内なる存在基盤に対する打撃であったことは確かである。キャサリンや
ヒースクリフの死によって、彼女が支えとしてきた原理を動揺させる外在因は無く
なった、しかしこの怯え、つまりネリーの内面的な動繕の因子は容易に取り除けま
い 一一 それはまさに亡霊の如く彼女につきまとうのでないだろうか。
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(6) つまり、ネリーがエドガーを批判する際の言葉 f人は皆自分勝手なものJ(10章，
p.132)は、結局彼女自身に跳ね返ってくる事になる。シャーロッテのヅェイン・エ
アが常に正しく鴻く箔かれ、その欠点が作者に意識されていないのに対し、エミ
リーの場合、抑圧される側の人間ネリーのエゴテイズムを見返さない点で、よりリ
アリスティックである。
・キャサリンとエミリーの性格上の相似点から、キャサリンが作者の分身だとは
よく指摘されるが、ネリーも又作者の分身であると言ってよいだろう。磁独、家政
の仕司E等、実際はネリーの方が作者と状況は相似しているのである。
